
真夏の太陽を感じる頃となりました。今年も猛暑の夏と

なると予想されているこの頃ですが、皆さまは日々の臨

床活動等でご活躍のことと存じます。

去る6月21日（金）と22日（土）の両日、神戸国際会議

場において第25回日本言語聴覚学会in兵庫・神戸を無事

に開催することができました。開催日当日に梅雨入り宣言

がなされ、当日の天気が心配されましたが、やはり梅雨入

りの日だけあって開始時間前は大雨！幸先が悪いと思った

のですが、開始時間となると雨は上がり、強い夏の日差し

が照る好天となりました。2日目も雨が降らずでしたが、

何故か閉会式後に降雨となり、実行委員の間では「兵庫の

奇跡」か「大会長の執念」かという話で少し盛り上がって

いました。お陰様で今回準備していたキッチンカーの売れ

行きも絶好調だったようで、参加

者の皆さまにもスイーツを味わっ

ていただけたのではないかと思い

ます。キッチンカーの業者も思っ

た以上の売り上げがありましたと

喜んでおられました。

今回のテーマは「シン・言語聴覚士」ということで皆さま

にとって「シン」に当てはまるものを考えていただきたいと

お伝えしていましたがいかがでしょうか。会場の中で名札に

文字を書き入れてくださっている方や参加者の方のSNSに

シンに漢字を当てている方がおられて感激しています。

今学会の参加者ですが、7月1日現在の集計で、現地

来場者数2,135名、参加登録者数3,150名と多数の参加を

得ることができました。また演題登録数も426演題と

数多くご登録いただきました。

学会の企画として、シンポジウム4題、教育講演7題、口述

発表40セッションを実施し、他に協会企画10セッション、

ランチョンセミナー、ハンズオンセミナーを実施しました。

ポスターセッションについてはフリーディスカッション制

を取り入れて実施いたしました。どのセッションも立ち見が

出る盛況ぶりでありがたかったのですが、あまりの混雑ぶり

に会場に入りきれない方がおられたことには会場のキャパ

シティの限界とはいえ、申し訳なく思っております。7月8日

～8月20日まではオンデマンドでの配信を行っております。

会場に入りきれなかった方につきましてはオンデマンドの

視聴でご容赦いただきたいと思います。オンデマンドに

つきましてはぎりぎりまで登録を受け付けておりますので

是非どうぞご視聴ください。オンデマンドではシンポジウム、

教育講演全プログラム、口述発表40セッション、ポスター

発表についてはPDFでの閲覧が可能となっております。

今学会でひとつ残念なことが生じました。教育講演3で

ご講演をいただく予定でした太田利夫先生が学会の数日前

にご逝去されました。当日は座長をお願いしていた森田

秋子先生にご登壇いただき、ご闘病中に講演された動画と
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お亡くなりになられる直前の病床

からのビデオメッセージをご披露

いただきました。特に若い言語

聴覚士に宛てた太田先生の優しく

熱いメッセージを未来に向けて

繋いでいきたいと思います。先生

のご冥福を心からお祈りいたします。

今回懇親会も123名の出席者で賑やかに開催すること

ができました。その際に兵庫レジェンドとして今は亡き

柏木敏弘先生、杉本明子先生、そして太田利夫先生を紹介

させていただきました。また今なお現役として私たちに

いろいろと教えをいただいている関啓子先生、熊倉勇美

先生をご紹介し、熊倉先生には懐かしい話などもして

いただきました。各都道府県の中にもこういった先人の

先生方の教えや今なお現役でご活躍のレジェンドが多く

いらっしゃるのではないかと思います。是非その思いを

受け継ぎ、次に繋げていければと願っています。

最後に今学会を開催するにあたって、ご協力いただいた

皆さま、協賛等いただいた皆さま、広告や展示にご協力

いただいた各社、各施設の皆さまに感謝申し上げます。また

開催決定時より様々なご助言・ご支援をいただきました

日本言語聴覚士協会には感謝を申し上げるとともに、開催

にあたって大会長の我儘を通させていただきましたこと

にお詫びを申し上げるとともに重ねて感謝申し上げます。

また学会運営で中心を担ってもらった運営事務局のメイプ

ロジェクトに感謝し、若手が多く大きな大会運営が初めて

だったという実行委員のメンバーに大きな称賛の拍手を

送りたいと思います。

そして何よりご参加いただいた皆さまに改めて感謝申し

上げます。ぜひ皆さん来年の山形大会で元気かつ笑顔で

再会しましょう。

本当に皆さまありがとうございました。
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